










































































































































































4 突然死での家族の悲しみ 急変急死1 注射後ショック状態になり,死亡した患者のこと
1 明日退院という日の朝,大きな岬めき声をあげて死亡した患者のこと
1 急に死亡し小さい子供だけが,後に残った患者のこと



































































































件数 内 容 ネーミング

















3 電話をかけに行く 連 絡
2 事務手続について質問する
表4 臨終時の言葉 看護婦が家族にかける言葉



































































件数 内 容 ネーミング
20 ｢家族の方がよくお世話をされたので感謝していると思いますよ｣ 家族に対する労のねぎ8 ｢今までのお世話と気落ちでお疲れが出ませんようにご自分のお体
2 にもお気を付けて下さい｣ らい｢長い間お疲れ様でした｣

























2 ｢優しい顔をしている｣ 賛 辞1 我慢強い人でした｣
1 ｢好い人でした｣
表5-3 死後の処置時の言葉 家族が患者(遺体)にかける言葉











































































































9 この人にとって自分が行なったケア-はこれでよかつたかしらと反省させられる 看護ケア-2 形式的 な いることもあり反省させら る
2 死に旅立つための看護について考えさせられる の反省
1 もつと苦痛をとってあげれなかつたかと強く反省する
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